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Ⅰ．はじめに

2017年における日本の老年人口は27.7％と極めて高
く、今後もこの状態がさらに継続することが予測されて
いる。また、日本における高齢化の特徴はそのスピード
が早く、後期高齢者（75歳以上）の増加が著しいことで
ある１）。

そこで、2022年に向かって開始されたのが「健康日本
21（第２次）」であり、個人の生活習慣の改善、個人を
取り巻く社会環境の改善を通じて、生活環境、社会環境
の質の向上を図り、健康寿命の延伸・健康格差の縮小の
実現を目指している２）３）。

また2011年に制定された「歯科口腔保健法（歯科口腔
保健の推進に関する法律）」４）においても、口腔の健康
を保つことが健康で質の高い生活を営む上で重要である
と明記されている。歯科衛生士は各ライフステージに適
した健康への支援を行うことが重要な業務である。すな
わち歯・口腔のみならず、適正な食生活を含む生活習慣
に対し歯科衛生介入を行い、対象者の全身の健康そして
生きる喜びや楽しみを保持できるように支援していくこ
とが求められている。

特に食生活については各地域、各家庭における営みで
あり、適切な栄養摂取や食習慣は健康を維持する上で重
要な要件となっている。

国民に生活習慣の重要性を啓発普及し、健康に対する
自発性を促し、生涯を通じた健康増進のための個人の努
力を社会全体が支援する体制を整備するために、生活習
慣病という概念が導入されたことを考えると食生活指導

は極めて重要である。
近年、小学生から高校生の新体力テストが実施され成

績は徐々に上昇しているが、詳細にみると、よく運動を
続けた生徒のデータが上昇して、全体の平均値が良く
なっているだけで、運動する生徒としない生徒の二極化
が進行していることが指摘されている５）。

このことは、食生活においても小中学生における肥満
者の増加などから不規則な生活習慣が指摘され、「第３
次食育推進基本計画」６）においても成長発達期の改善
目標が数多く示されている。

歯科衛生士養成機関においては、歯科衛生に対する社
会のニーズの変化に対応して「歯科衛生学教育コア･カ
リキュラム−教育内容ガイドライン−」（平成26年改訂
版）７）の中で、歯科衛生士を目指す学生が履修すべき
必要不可欠な教育内容が挙げられている。専門基礎分野

「人体の構造と機能」の中で「栄養と代謝」また専門分
野「歯科保健指導」の中で「食生活指導」が示されてい
る。歯科衛生士が歯科保健指導を行う際、対象者の健康
維持、増進のため積極的に「栄養指導・食生活指導」を
行う能力を身につけるため、教育の場で実践能力（知・情・
意）の養成が求められている。

本学歯科衛生学科のカリキュラムでは、１年次後期に
「生化学」「栄養学」、２年次後期に「歯科保健指導論Ⅲ〈含、
栄養指導実習〉」が設定されており、栄養・食生活につ
いて基礎から順次学べるようプログラムされている。

本研究で用いた食事バランスガイド８）は、健康で豊
かな食生活の実現を目的に策定された「食生活指針」９）

を具体的に行動に結びつけるツールとして、2004年12月
に厚生労働省健康局および農林水産省消費・安全局の共
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表１．歯科保健指導論Ⅲ〈含、栄養指導実習〉

催により立ち上げられたフードガイド検討会により作成
された。

Ⅱ．目的

2018年度２年生後期科目「歯科保健指導論Ⅲ〈含、栄
養指導実習〉」において、講義、実習の進度および内容
を見直した。学生には下級生（１年生）の１週間の食事
摂取記録を確認後、対面で歯科保健指導を実施し生活習
慣など情報を収集させ、それらの情報から問題点を抽
出、分析させた。１年生への歯科保健指導終了後、自身
の「食」に関する行動が変容したかを確認することを目
的とした。

Ⅲ．方法

１．対象者

本研究の対象は、2018年度本学歯科衛生学科２年生及
び１年生で研究同意が得られ、欠損データを除いた２年
生71名、１年生93名とした。
２．研究期間

2018年９月～ 2019年１月
３．調査方法および内容

（1）「歯科保健指導論Ⅲ〈含、栄養指導実習〉」は全15回
で講義形式は７回、実習は８回実施した（表１）。

（2）２年生学生自身の１週間（2018年９月10日～ 16日）
の食生活記録をとり、食事バランスガイドを用いて食

項目 授業形式 キーワード

1 食生活の概要 講義 食生活の変遷

国民健康・栄養調査

健康日本 21（第 2 次）

食育基本法

食事バランスガイド

2 生活習慣病関連① 講義 生活習慣病

メタボリックシンドローム

高血圧症

3 生活習慣病関連② 講義 脂質異常症

動脈硬化症

骨粗鬆症

4 生活習慣病関連③ 講義 糖尿病

5 ライフステージ別栄養指導

（乳幼児・学童・障がい児）

講義 原始反射

摂食機能獲得

う蝕のリスク

6 ライフステージ別栄養指導

（青年期・成人期・妊産婦）

講義 食育基本法

食事摂取基準

食生活指針

7 ライフステージ別栄養指導

（高齢者・要介護高齢者・摂

食嚥下障がい者）

講義 口腔機能の変化

要介護者に対する食事支援

8 食生活指導実習① 実習 食事バランスガイド

食生活アセスメント

9 食生活指導実習② 実習 食習慣

食事摂取記録の把握

10 食生活指導実習③ 実習 食事バランスガイド

食事指導の立案

11 栄養基礎実習 実習 酸性食品とう蝕のリスク

消化酵素

12 食生活指導実習④ 実習 口腔内診査

歯科衛生介入

13 食生活指導実習⑤ 実習 歯科衛生プロセス

14 食生活指導実習⑥ 実習 歯科衛生プロセス

15 プレゼンテーション 実習 生活習慣および

食生活改善提案 
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表２．１日平均SV数

ab：異なる符号間に有意差あり p＜0.05 

学年 主食 副菜 主菜 牛乳・乳製品 果物

1 年生 3.43 ±1.03 2.72 ±1.1  3.58 ±1.44  0.62 ±0.7  0.20 ±0.33 a

2 年生 3.29 ±0.96  2.71 ±1.19  3.40 ±1.35  0.74 ±0.76 0.27 ±0.36 b

事内容を分類し、サービング（以下SV）を記載した。
内容は①食事摂取回数　②食事摂取内容　③摂取時間　
④考察等とした。

（3）１年生に１週間（2018年10月16日～ 22日）食事摂
取記録記入を依頼し、回収した。回収した記録をもと
に、食事バランスガイドに沿ってSVを記入するとと
もに不足する情報を抽出し、歯科保健指導時に確認し
た。その際、食生活に関する項目について医療面接形
式による聞き取り調査を行った。

　　１年生についての生活状況、食生活、生活習慣の情
報は歯科保健指導実習時に把握した。生活状況は①属
性②年齢③通学時間④通学手段⑤住居⑥アルバイト⑦
自身の体格、食生活では①食事回数②食事時間③間
食、生活習慣では①喫煙②睡眠時間③運動についてと
した。

　　回収した食事摂取記録及び歯科保健指導実習で収集
した情報の記録をもとに食生活に関する問題点、改善
点を抽出し検討した。

（4）１年生への指導後2019年１月に、自身の食事摂取記
録（９月）と比べ行動変容がみられたかを記載させた。
４．分析方法

（1）食事バランスガイドのSVの調査による１、２年生
の食事内容をMann-Whitney U検定で分析した。な
お、統計解析は統計ソフト（IBM® SPSS® Statistics 
ver.24）を使用し、p ＜0.05を有意水準とした。

（2）食事摂取記録から１週間分の各朝食、昼食、夕食摂
取平均回数を単純集計した。

（3）２年生の自身の食事に関する問題点、下級生（１年生）
への食事指導で食事摂取記録の内容から問題点に対す
る目標を「食事内容（バランス）」、「摂取量（SV数）・
回数」、「その他」にカテゴリー化した。また下級生へ
の食事指導後の２年生自身の食生活の意識や行動の変
化については「変化なし」、「意識の変化」、「行動の変
化」にカテゴリー化した。
５．倫理的配慮

（1）本研究は神奈川歯科大学倫理審査委員会の承認を得
て実施した。（承認番号第396号）

（2）研究対象者に事前に研究の目的と意義、方法また参
加は自由意志であること、研究への参加の有無が成績
や単位認定に全く影響しない事、途中で離脱すること
もできる事を説明した。

（3）個人のプライバシーは完全に守られていることを説
明し、書面を持ってデータの公表の同意を得た。

（4）なお、分析前にデータについては匿名化を図り、個
人を特定できないように配慮した。

Ⅳ．結果

（1）１週間分の食事摂取記録を１日平均し、食事バラン
スガイドを用いてSV数を算出した。１、２年生の平
均SV数を表２に示す。平均成人の適量摂取SV数は「主
食」５、「副菜」５、「主菜」４、「牛乳・乳製品」２、

「果物」２であるが、２年生の平均SV数は「主食」3.29、
「副菜」2.71、「主菜」3.40、「牛乳・乳製品」0.74、「果物」
0.27であった。また１年生の平均SV数は「主食」3.43、

「副菜」2.72、「主菜」3.58、「牛乳・乳製品」0.62、「果
物」0.20であった。１、２年生ともに、全ての項目で
適量摂取SV数と比較して低値であった。

　　２年生の「果物」摂取SV数は１年生に比較して有
意に高値が認められた。「牛乳・乳製品」摂取SV数に
おいては、１年生より多い傾向がみられた。

（2）１、２年生の１週間の朝食、昼食、夕食摂取平均回
数は、１年生では朝食5.37回、昼食6.58回、夕食6.47
回であった。２年生では朝食4.96回、昼食6.51回、夕
食6.41回であった。いずれも２年生のほうが摂取回数
が少なかった。摂取回数別人数を見たところ、１年生
では、朝食の摂取回数０～２回が11名（11.83％）２
年生13名（18.30％）であった。昼食で欠食のないも
のは１年生64名（68.88％）２年生44名（61.97％）で
あった。夕食で欠食のないものは１年生62名（66.66％）
２年生47名（66.19％）であった。朝食の平均摂取回
数を図１、２に示す。１年生では０回が５名（5.38％）、
１回が４名（4.3％）、２回が２名（2.15％）、３回が
６名（6.45％）、４回が５名（5.38％）、５回が15名

（16.13％）、６回が17名（18.28％）、７回が39名（41.94％）
であった。２年生は０回が４名（5.63％）、１回が４
名（5.63％）、２回が５名（7.04％）、３回が２名（2.82％）、
４回が７名（9.86％）、５回が12名（16.9％）、６回が
15名（21.13％）、７回が22名（30.99％）だった。

（3）２年生の自身の食事に関する問題点の記述内容を「食
事内容（バランス）」、「摂取量（SV数）・回数」、「その他」
にカテゴリー化した（表３）。「食事内容（バランス）」
では「果物」、「牛乳・乳製品」、「副菜」を摂取してい
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ないことや食事内容のバランスの悪さを挙げたものが
多数であった。「摂取量（SV数）・回数」に関するも
のでは朝食の欠食について、「その他」では間食の多
さや食事摂取時間が不規則であることなどが挙げられ
た。

（4）下級生（１年生）への食事指導で、食事摂取記録の
内容から問題点を挙げ、目標を記載させ、目標内容を

「食事内容（バランス）」、「摂取量（SV数）・回数」、「そ
の他」にカテゴリー化した（表４）。「食事内容（バラ
ンス）」を挙げた者が54名と「摂取量（SV数）・回数」
を挙げたものが57名であった。具体的な対応策では「食
事内容（バランス）」では「野菜を多く摂る」「食事バ
ランスのコマを確認する」「コンビニの食品を利用し、
バランスをとる」「間食内容を牛乳・乳製品や果物に
する」などが記載されていた。「摂取量（SV数）・回数」
では「朝食を摂る」「３食食べてSVの偏りをなくす」「ス
ナック菓子など食べる回数を減らす」などが挙げられ
た。また「その他」では、「BMIを把握する」「生活習
慣の改善」「体重を増やす」「家で調理する」などが挙
げられた。

（5）１年生への食事指導内容を検討し記載したのち、授
業の最終回に２年生の自身の食生活を評価し、意識や

行動の変化などを記載させ、「変化なし」「意識の変化」
「行動の変化」にカテゴリー化した（表５）。「変化なし」
13、「意識の変化」19、「行動の変化」34であったが、

「お弁当を作るようになった」「ヨーグルトを摂るよう
になった」「果物を摂るようになった」「摂取量を補う
ため、お昼を食べるようになった」「カロリーを気に
していたが、１年生への指導の内容通り自分自身もバ
ランスの大切さを学んだ」「間食を摂りすぎないよう
に意識している」など具体的な記述が多くみられた。

Ⅴ．考察

現在超高齢社会にある日本は「健康日本21（第２次）」
で「健康寿命の延伸・健康格差の縮小」に取り組んでいる。
様々な分野とともに歯科医療もこの目標に向かって努力
しなければならない。歯科衛生士はその業務を行うにあ
たり、対象者の全身状況を把握したうえで口腔の健康を
支援する必要がある。歯科保健指導をなすにあたっては、
口腔健康管理として、口腔衛生状態を良好に保つととも
に口腔が円滑に機能するための支援が必要である。その
ためには全身の健康を維持するべく生活習慣、特に食習
慣について把握し、必要な行動変容につなげることが求
められている。対象者に行動変容を促す指導能力を身に
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図１．１年生朝食回数の割合

表３．食事摂取記録（２年生自身）の問題点 表４．１年生への食生活指導内容

図２．２年生朝食回数の割合

項目 記載内容（人数）

食事内容

（バランス）

・果物を摂取していない（17）
・牛乳・乳製品を摂取していない（17）
・副菜（野菜）が少なすぎる（16）
・バランスが悪い（16）
・主食が少なすぎる（9）
・主菜が多すぎる（7）

摂取量（SV数）

・回数 ・摂取量がすべて少ない（7）
・朝食を摂取していない、または摂取しない日がある（15）

・日によって摂取量にむらがある（5）
・まったく食べない日がある（2）

その他 ・間食が多い（8）
・食事時間が不規則（6）
・外食・コンビニ食が多い（2）
・偏食がある（2）
・意識がない（1）
・同じものを食べている（1）

指導項目 具体的改善策（人数）

食事内容

（バランス）

・野菜を多く摂る（煮物など）（21）
・食事バランスガイドのコマでる視覚的に把握する（12）
・間食内容を牛乳・乳製品や果物にする（11）
・外食を減らす（3）
・ジャンクフードを減らす（2）
・既製品と合わせ、調理したものを摂る（2）
・お弁当を作る（2）
・牛乳や乳製品を買い置きする（1）
・朝食を摂る（20）
・3 食摂取する（19）
・間食を減らす（18）

その他 ・BMI を把握する（13）
・生活を規則正しくする（8）
・運動量を増やす（4）
・睡眠時間を確保する（4）
・バイトのある日は早めに夕食を摂る（2）
・咀嚼を意識し、噛む回数を増やす（1）

摂取量（SV数）

・回数
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つけるためには自身が食生活を把握し、行動変容に至る
体験が大切であると考える。

本学歯科衛生学科において、栄養に関わるカリキュラ
ムとして１年次後期に「生化学」「栄養学」が設定され、
はじめに生体を理解するうえで必要な基礎知識を「生化
学」で学び、同時期に「栄養学」で栄養・食生活の基礎
を学習できるカリキュラムとなっている。１年次に続き
２年次後期では「歯科保健指導論Ⅲ〈含、栄養指導実習〉」
が設定されており、対象者それぞれのライフステージや
個々の生活背景を理解し、食支援ができる能力を身につ

けられるカリキュラムとなっている。
これまでに我々は「栄養指導の授業による歯科衛生学

科学生の生活習慣行動変容」に関し調査結果10）11）を報
告した。１報においては、食事摂取記録を記載する時期
を授業の１回目と２か月後の２回として比較したが食生
活を変化させるには至らなかった。そこで2017年度は同
級生同士相互に歯科保健指導を実施したのち食事摂取記
録を記載させたが、同様に行動変容には至らなかった。
そこで2018年度の本研究では「歯科保健指導論Ⅲ〈含、
栄養指導実習〉」において、指導対象者を下級生（１年生）

変容段階 変容内容

変化なし ・牛乳・乳製品をとれていない（2）
・食生活は変えられなかった

・自分で献立を立てるのは難しかった

・間食を減らすことができなかった

・果物を摂るのが難しい

・野菜は意識しないと摂れない

・バランスよく摂ることは難しい

・忙しいと楽なものになってしまう

・目標値に達していないことが分かった

・1 年生に指導して食生活が勉強になった

・食べることの大切さを学んだ

・自分の状況を客観的に見れた

意識の変化 ・食事バランスを考えるようになった（3）
・朝食を摂取するようにしたい（2）
・野菜を摂取できるようにしたい（2）
・不足している栄養の摂取を意識するになった（2）
・自分の食事内容を見直す努力をしなければいけない（2）
・食事内容を意識するようになった（2）
・バランスよく摂ることで健康を目指したい

・3 食摂るようにしたい

・間食摂りすぎに注意している

・摂取量に気を付けたい

・運動をしたい

・健康への意識が高まった

行動の変化 ・ヨーグルトを摂るようになった（5）
・果物を摂るようになった（5）
・朝、少しでも食べるようになった（4）
・野菜を意識して食べるようになった（4）
・朝食や昼食にもう一品足すようになった（4）
・間食が減った（3）
・野菜の料理法を変え、量を多く摂るようにしている（2）
・主食を増やした（2）
・朝食の飲み物に牛乳、豆乳を摂るようになった（2）
・野菜ジュースを飲むようになった（2）
・昼食を摂るようになった

・甘味飲料からお茶に代えた

・食事時間が遅くならないようにしている

・昼食に野菜の多く入っているものを選択し購入している

・3 食食べるようになった

・嫌いな食べ物の調理法を工夫した

・夜食を減らしたら朝、おなかがすくようになった

・週 2～3 回お弁当を作るようになった

・食事量が増えた

・外食時もメニュー選択に気を付けるようになった

表５．１年生へ指導後の自身の食生活変容
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とし、歯科保健指導を行うという体験を通して行動変容
がみられるかを検討した。

はじめに学生自身の食事を１週間分記録し、それを基
に食事バランスガイドを用いて転記し、コマの状況を確
認した。「果物」摂取SV数が１年生に比較して２年生が
高値を認めたのは１年次後期に「生化学」「栄養学」を
受講したことにより行動変容につながったことが示唆さ
れる。また「果物」の摂取は、摂取していなかった学生
にとっては調理なしでも摂取しやすい食品であることか
ら摂取の増加につながったと考えられる。有意差は認め
られなかったものの「牛乳・乳製品」の摂取も２年生の
方が多い傾向がみられたのは、「果物」同様に基礎科目
履修による「気づき」と意識すれば簡単に取り入れるこ
とができる食品であるためと考えられる。

この作業後に自身の食生活の問題点を記入させたとこ
ろ、大多数の学生が自らの食事内容に対して「バランス
が悪い」との気づきを挙げ、次に「摂取量が少ない」「朝
食を摂取していない時がある」などを挙げていた。また

「間食が多い」「食事時間が不規則」との気づきを挙げた
者もいた。

朝食欠食については、平成29年「国民健康・栄養調
査」12）では男女ともに20歳代が最も多く、男性30.6%、
女性23.6%との結果であった。20歳以上すべての年齢階
級の平均では男性15%、女性10.2%であるため、この20
歳代の朝食欠食率は突出している。「健康日本21（第２
次）」また「第３次食育推進基本計画」においてその目
標に「朝食を欠食するものの割合の減少」を挙げている。
本学１、２年生は１週間で５回以上欠食したものは平均
15%である。また２年生のほうが１年生より欠食率が高
かった。水田ら13）は管理栄養士養成機関の学生を対象
にした調査で朝食摂取に影響を与える生活習慣、早寝・
早起きなどの生活リズムを改善させることが大切である
とし、行動変容をおこす「きっかけ」は就職先が決まる
など意識が大きく変化したときであり、この時期の栄養
教育は有効と思われると述べている。また朝倉ら14）も
大学生の朝食欠食について、履修科目により授業時間が
さまざまであることにより生活リズムが崩れやすく、朝
食欠食につながっているのではないかとしている。本学
では２年次９月から週２日の臨床実習が始まるため、他
の曜日より早い時間の登校、レポート課題や事前学習、
ストレスなどにより曜日によってリズムが変化すること
が考えられる。また、調査した時期は９月で臨床実習開
始直後であったため朝食欠食が多くなったと推察され
る。ただ臨床実習では特に体調を整えて臨む必要がある
ため、２年次後期は食習慣を見直し行動変容につなげる
良い機会ではないかと思われる。

次に１年生に対し、栄養指導を主とした歯科保健指導
を実施した。すでに１年生に記入させた１週間の食事摂

取記録から指導内容を検討し、情報の不足は対面時に聞
き取った。その後１年生の食事内容に関し、今後の目標
を挙げ、指導内容を記録した。目標として挙げたものは

「食事内容のバランスをよくする」と「摂取量を増やす」
「欠食を減らす」がほぼ同数で挙げられた。また指導内
容として具体的な記述「間食内容を牛乳・乳製品や果物
にする」「果物摂取にコンビニを利用する」「夕食を菓子
パンで代用をしない」「間食を減らし３食摂取する」「運
動する」「野菜を入れたメニューを作り置きする」など
具体的な指導内容が記入された。これは前回報告の２年
生同士の指導では見られない内容であった11）。同級生に
対しては食生活の問題点、改善点を挙げることを躊躇し
たことも考えられる。しかし今回は、下級生に対しての
指導であったため、問題点を考え、改善点を挙げられた
ものと考える。

将来、健康支援を行う立場にある歯科衛生学科学生が
自身の摂食行動を把握し、必要と判断したときに行動変
容を経験する意義は大きいと考える。今回１年生への指
導後に自身の食生活で変化した内容を記入させたとこ
ろ、「食事内容についてバランスを考えるようになった」

「カロリーだけでなくバランスをとることについて意識
するようになった」「食事バランスガイドを勉強した結
果、間食が減った」「ヨーグルトを摂るようになった」「果
物をとるようになった」など食生活に意識や行動の変化
が見られ、それが結果として表れたことが示唆された。

行動の変容過程15）は「無関心期」「関心期」「準備期」「行
動期」「維持期」の５段階があるといわれている。今回、
学生は「関心期」「準備期」「行動期」の３つのステージ
のいずれかに相当したものと思われる。「行動期」となっ
た者も、それを「維持期」につなげることが大切であるが、

「臨床実習Ⅲ」（３年次）での親族・知人への歯科保健指
導に栄養指導の追加、継続的な下級生への指導が「きっ
かけ」につながると考える。

今回試みた学習法は上級生が下級生に対し指導する臨
床体験実習であり、近年この「屋根瓦式教育」は医学教
育に導入する試みがなされ、良い効果が報告されてい
る16）～ 18）。上級生が「歯科衛生士」としての役割を持つ
ことは、今まで受けた教育内容を再確認し、さらに不足
する知識を自習により補完できたため、自身の食行動の
変容のきっかけにつながったのではないかと考える。事
後の食事摂取記録の調査は実施しなかったが、下級生へ
の栄養指導実習を通し、同級生同士では得られなかった
一定の学習効果があったものと考えられる。今後、さら
に行動変容につながる効果的な時期や方法そして維持さ
せる方策を検討していきたい。

Ⅵ．結論

本学歯科衛生学科では「歯科保健指導論Ⅲ〈含、栄養
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指導実習〉」を将来歯科衛生士として「栄養指導」を行
う能力を養うため、実習を取り入れて２年次後期に設定
している。今回、自身の食事摂取記録をとったのち、１
年生を対象に栄養指導実習を行った。それにより以下の
結論を得た。
１ ．２年生自身の食事摂取記録では、学生の多くは自身

の食事内容を記入することで、食事内容、SV数に関
し問題点を抽出できた。

２ ．１年生に対する栄養指導実習では、食事摂取記録や
聞き取りなどから問題点を抽出し、具体的な改善点を
提案できた。

３ ．「歯科保健指導論Ⅲ〈含、栄養指導実習〉」の開講時
期および1年生に対しての栄養指導実習は、自身の食
生活を見直し、行動変容につながる「きっかけ」の一
因となることが示唆された。
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